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呉錦堂を語る会通信

呉錦堂の自宅あるいは別荘といえば、先ず名があがるのは舞子の移情閣です。地元では、“六角堂”と呼

ばれ親しまれてきました。更に、呉錦堂のことを少し深く知っている人なら、今の新神戸駅近く、籠池通り

にあった呉錦堂邸を答えるでしょう。この籠池通りの家は終戦の年、神戸大空襲で全焼し現存しませんが、

その外観は写真で見ることができます（詳しくは、当通信第22号をご覧ください）。

呉家にはもう一つ、山陽電車の舞子公園駅の北東、すぐ近くに邸宅がありました。本第28号では、この舞

子・上ノ山の呉邸について、写真を中心に紹介いたします。 （編集委員 橘 雄三）

舞子・上ノ山（山電舞子公園駅北東）にあった呉邸

当通信第24号掲載の通り、呉伯瑄(ご・はくせん)

氏は、「私の戸籍は移情閣の所在地、舞子ヶ濱2028

－3で、住所は上ノ山1752－1でした。啓三郎ほか兄

達もこの上ノ山の家に住んでいて、戦争もこの家か

ら行きました。この家は敷地が５千坪ほどあって、

二階建て洋館と和風家屋５、６軒が建っていました。

私たちは主に洋館で生活し、和風家屋の多くは使用

人の住居でした」とおっしゃっています。

また、『垂水百年のあゆみ(復刻版)』(平成25年

垂水郷土史研究会)で松下泰造氏は呉邸について、

「同家の住居は山陽電車の舞子公園駅の北東にあっ

た。洋風の二階建てである。呉錦堂の孫、啓三郎氏

が筆者の友人であったので、昭和８年ごろよく訪問

した」と記述されています。

これらの話から、上ノ山の呉家の様子が少しはわ

かりますが、残念ながら、今迄、具体的にはイメー

ジできずに来ました。ところが、先日、呉伯瑄氏か

ら上ノ山の呉家の様子がうかがえる写真を見せてい

ただき、霧が一気に晴れました。「百聞は一見に如

かず」です。これら写真から、呉家の建物の一部、

庭園、ご家族の生活の様子がわかるだけでなく、

５千坪とおっしゃる敷地の広さも想像できます。

呉伯瑄氏の許可を得て、以下、写真を掲載いたし

ましたので、ご覧ください。

《舞子・上ノ山の呉邸の様子》

〔
前
列
右
か
ら
〕
四
男
伯
玉
、
三
男
伯
瑞(

啓
三
郎)

、
呉
啓
藩
、

五
男
伯
球(

幸
五
郎)

、
啓
藩
夫
人
、
長
女
良
子
、
丁
祖
母
（
呉
錦
堂
夫
人
）

〔
二
列
目
〕

右
か
ら
３
人
目
、
佐
伯
あ
い
（
の
ち
、
伯
瑄
氏
の
〝
婆
や
〟
）
、

４
人
目
、
二
男
伯
瑛(

俊
一
郎)

左
か
ら
２
人
目
、
番
頭
さ
ん(

菊
名
。
二
頁
の
写
真
に
登
場)

玄関前集合写真(呉家の家族と使用人。背景右は洋館玄関、背景左は和風平屋) 1928、9年
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舞子・上ノ山、呉家の人々の生活
《主だったデータ》

■呉錦堂 １８５５生～１９２６歿

呉啓藩 １８９４生～１９３６歿

呉伯瑄 １９３１生～

■上ノ山の土地所有

１９０６ 取得

１９５０ 愛徳童貞会へ譲渡

この間４４年、呉錦堂の土地所有の最長記録です
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舞子・上ノ山、呉家の人々の生活（続き）
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呉邸見取り図

呉伯瑄氏提供の原図をもとに編集委員が作成



玉岡かおるさんは追悼文中、「場所

も印象的だった。神戸市垂水区にある

移情閣。陳先生が『青山一髪』で描か

れた孫文ゆかりの場所である。そして

私も、『天涯の船』で同じ孫文を描こ

うとしていた」と記されています。ま

さに、孫文が取り持った縁と言えます。

当時、私は財団法人孫中山記念会の

職員として孫文記念館（移情閣）に勤

務していました。陳舜臣、玉岡かおる

両氏を案内し、応接室で、ほんの少し

話をしたことを覚えています。私は陳

氏を心の中ではいつも、「陳舜臣さん」

と「さん」付で呼んでいます。氏の中

国物は、私の青春時代から中年にかけ

て、「人生の手引書」でした。『中国

歴史の旅』や『太平天国』などをガイ

ドとして、中国各地をよく旅行しまし

た。そのお礼を言ったように記憶して

います。

この日、両氏の対談は移情閣３階の

孫文胸像前で行われました。詳しくは、

「ネットミュージアム兵庫文学館 陳

舜臣館」をご覧ください。この対談は

同館の企画です。

追悼文で感動を受けたのは、玉岡かおるさんが陳

舜臣さんに、サインを求める件（くだり）です。新

聞記事原文でお読みください。

なお、上掲2015年1月23日付中国新聞記事「陳舜

臣さんを悼む」の使用について、執筆者玉岡かおる

氏、配信元の共同通信社、掲載紙の中国新聞社、そ

れぞれの許諾を得ております。
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２００３年

孫文が取り持った 陳舜臣×玉岡かおる

昨年、2015年の1月21日、作家

の陳舜臣さんがお亡くなりになり

ました。二日後、玉岡かおるさん

の追悼文、「陳舜臣さんを悼む」

が新聞に載り、非常に興味深く読

みました。その理由は、玉岡さん

が文中、「若輩の私が同じ神戸の

作家というご縁で陳先生と対談で

きる幸運に恵まれた時はうれしかっ

た。2003年のことだから、10年以

上も前のことになる。場所も印象

的だった。神戸市垂水区にある移

情閣…」と記されていたからです。

両氏の対談当時、私（橘）は館の

職員として、移情閣に勤務してい

ました。以下、この対談及び追悼

文について記述します。

（編集委員 橘雄三）

《１．孫文が取り持った縁》

《２．対談の場所設営に私も一役》

《３.“陳舜臣” サイン３文字の重さ 》
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著作権の関係で新聞記事の
写真に換え、「呉錦堂を語
る会」所有の写真を使用し

ました。 （2003年撮影）


